
JP 2005-123208 A5 2006.3.16

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 3月 16日 (2006.3.16)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2005-123208(P2005-123208A)
【 公 開 日 】 平 成 17年 5月 12日 (2005.5.12)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2005-018
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-360375(P2004-360375)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｈ ０ ５ ＢＨ ０ ５ ＢＨ ０ ５ ＢＨ ０ ５ ＢＨ ０ ５ ＢＨ ０ ５ ＢＨ ０ ５ ＢＨ ０ ５ Ｂ   33/12     (2006.01)  33/12     (2006.01)  33/12     (2006.01)  33/12     (2006.01)  33/12     (2006.01)  33/12     (2006.01)  33/12     (2006.01)  33/12     (2006.01)
                        Ｈ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ Ｌ   51/50     (2006.01)  51/50     (2006.01)  51/50     (2006.01)  51/50     (2006.01)  51/50     (2006.01)  51/50     (2006.01)  51/50     (2006.01)  51/50     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｈ ０ ５ Ｂ   33/12          Ｃ
   Ｈ ０ ５ Ｂ   33/14          Ａ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 31日 (2006.1.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

陽 極 と 陰 極 と の 間 に 、 電 流 を 流 す こ と で 発 光 す る 機 能 性 有 機 薄 膜 層 と 、 導 電 体 薄 膜 層 と
が 交 互 に 設 け ら れ 、
　 前 記 導 電 体 薄 膜 層 は 、 第 １ の 有 機 化 合 物 と ア ク セ プ タ と を 含 む 第 １ の 層 と 、 前 記 第 １ の
層 よ り も 前 記 陽 極 側 に 設 け ら れ 第 ２ の 有 機 化 合 物 と ド ナ ー と を 含 む 第 ２ の 層 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 有 機 化 合 物 は Ｐ 型 半 導 体 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 有 機 化 合 物 は Ｎ 型 半 導 体 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 。

前 記 ア ク セ プ タ は ル イ ス 酸 で あ り 、 前 記 ド ナ ー は ア ル カ リ 金 属 ま た は ア ル カ リ 土 類 金 属
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 。

前 記 ル イ ス 酸 は 、 Ｆ ｅ Ｃ ｌ ３ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 Ａ ｌ Ｃ ｌ ３ 、 Ａ ｌ Ｂ ｒ ３ 、 ま た は Ａ ｓ Ｆ ６ で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 。

陽 極 と 陰 極 と の 間 に 、 電 流 を 流 す こ と で 発 光 す る 機 能 性 有 機 薄 膜 層 と 、 導 電 体 薄 膜 層 と
が 交 互 に 設 け ら れ 、
　 前 記 導 電 体 薄 膜 層 は 、 第 １ の 有 機 化 合 物 と ア ク セ プ タ と を 含 む 第 １ の 層 と 、 前 記 第 １ の
層 よ り も 前 記 陽 極 側 に 設 け ら れ 第 ２ の 有 機 化 合 物 と ド ナ ー と を 含 む 第 ２ の 層 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 有 機 化 合 物 は 正 孔 輸 送 材 料 で あ り 、
　 前 記 ア ク セ プ タ は 、 Ｆ ｅ Ｃ ｌ ３ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 Ａ ｌ Ｃ ｌ ３ 、 Ａ ｌ Ｂ ｒ ３ 、 ま た は Ａ ｓ Ｆ ６

の い ず れ か で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 有 機 化 合 物 は 電 子 輸 送 材 料 で あ り 、
　 前 記 ド ナ ー は 、 Ｌ ｉ 、 Ｋ 、 Ｃ ａ 、 ま た は Ｃ ｓ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 。

前 記 正 孔 輸 送 材 料 は 、 Ｔ Ｐ Ｄ 、 α － Ｎ Ｐ Ｄ 、 ま た は Ｃ Ｂ Ｐ で あ り 、 前 記 電 子 輸 送 材 料 は
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Ａ ｌ ｑ ３ 、 Ｂ Ｃ Ｐ ， ま た は Ｐ Ｂ Ｄ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の エ レ ク ト ロ ル
ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 。
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